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（第９週） 　（調査医療機関8か所の総患者数）
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＊竹田市感染症情報（竹田市独自集計）＊

【新しい

インフルエンザB型が流行しています
今週の報告数は67人となり、先週の138人から半減しました。型別では、全例B型となっています。豊肥管内の定点あたりの報告数も
12.00人と、先週の19.60人から減少しましたが、引き続き流行発生注意報レベルです。型別ではB型の割合が95％となっています。
大分県全体の定点あたり報告数は24.74人となり、先週の45.17人から減少しました。依然として流行発生警報レベルとなっています。
インフルエンザB型は、通常のインフルエンザの症状に加えて、小児では腹痛、下痢、嘔吐などの消化器症状が出やすいといわれていま
す。今シーズン、インフルエンザA型に1度感染された方も、再度インフルエンザB型にかかることがあります。手洗い、咳エチケット、換気など、
基本の感染対策を行い、感染防止に努めてください。

麻しん（はしか）について
近年、海外における麻しんの流行が報告されています。日本では、海外で感染したと思われる輸入事例の報告が増加傾向です。
2025年の日本での麻しん報告数は265件となり、コロナ禍と比べて急増しました。2026年第8週（2/16〜2/22）時点での累
計報告数は71件となっています。なお、大分県では、2025年に3年ぶりに県内での発生が1件報告されています。
麻しんは非常に感染力が強く、免疫を持たない人が感染するとほぼ確実に発症します。ワクチン接種は、麻しんを予防する最も

有効な手段です。定期接種としては、第1期（生後1歳〜2歳未満）と第2期（小学校入学前の1年間）があります。
大分県では、特に小学校就学前に実施する麻しん風しん混合ワクチンの接種率が全国と比べて低い状況となっています。予防接
種を行うことで、強力な感染力を持つ麻しん・風しんの集団発生を防ぐことができますので、まだの方はご検討ください。

0

5

10

15

20

25

30

35

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53

感染性胃腸炎竹田市8医療機関総数

2024年 2025年 2026年

（人）

（週）
大分県豊肥保健所 作成

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100
110
120
130
140
150

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 1 3 5 7 9

2025-2026年 竹田地域
インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症推移
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